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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年２月８日の決算発表時に公表した平成 20 年 12 月期連結

業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 20 年 12 月期連結業績予想数値の修正 

(平成 20 年 1 月 1日～平成 20 年 12 月 31 日) 

                               (単位;百万円、％) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年２月８日発表) 
８０,０００ ２,０５０ ２,０００   ９００ １３円７６銭

今回修正予想(Ｂ) ８２,８００ １,４７０ １,４８０ ４６０ ７円０４銭

増減額(Ｂ－Ａ) ２,８００ △５８０ △５２０ △４４０ －

増減率 ３．５ △２８．３ △２６．０ △４８．９ －

(ご参考)前期実績 

(平成 19 年 12 月期) 
７７,４３９ １,４３４ １,４９３ ７２７ １１円１２銭

                            

2. 修正の理由 

 

米国発の金融危機に端を発した経済環境の悪化から、個人消費の減退が続いております。個人の

生活防衛意識は更に高まり、消費の二極化が鮮明となっています。 

当社はそうした市場環境を迅速かつ的確に捉え、消費者ニーズにマッチした「お手頃価格」の商

品の拡売を進めた結果、前回予想を上回る売上高の計上となる見込みであります。 

一方、営業利益、経常利益においては大麦、重油等原材料価格の高騰や昨年９月に発生した「事

故米」事件の影響を受け、ほぼ前年度利益は確保したものの、前回予想を下回る見込みであります。 



 

当期純利益については、経常利益の減少、蒸留設備の減損処理等特別損失の計上により、前回予

想を下回る見込みであります。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以  上 


